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Chat collection for developing long-term chat model

長期雑談対話モデルの実現に向けた長期間チャット収集

リアルな対話から見える、人が仲良くなる過程

どんな研究
人が他者と仲良くなっていくときの話し方をチャットボットに学ばせるため、長期間の対話データの需要が高
まっています。本研究では、人同士の８週間にわたる長期のテキストチャットを収集し、長期雑談対話モデル
の実現に向けた基盤データの構築と分析に取り組んでいます。

どこが凄い
従来は、人が長期のチャットを想像して作成した、作例対話データが用いられていました。本研究では、実際
に初対面話者が会話を重ねて親しくなる過程を記録し、従来の作例対話データよりもスピーチレベルや対話行
為の観点で自然な長期間チャットデータを得ることに成功しました。

めざす未来
本データを用いて、過去の対話履歴との整合性だけではなく、話者の関係構築が進む観点からも自然な長期雑
談対話モデルの開発に取り組みます。今後はAIと直感的にコミュニケーションできる社会をめざし、よく見知っ
た他者と話すような感覚で利用できる対話システムを実現します。
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